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平成   年   月   日  
は じ め に 

 
             ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団静岡県連盟浜松１２団ベンチャー隊氏名 藤川 寛武  
 
１．プロジェクト実施に対する動機（ニーズの発意） 
ベンチャースカウトになってボーイスカウトの時に出来なかった活動を皆に持ちかけた所今まで

水とふれあう活動はイカダ作りしかなかったし 2 年間のベンチャー活動の集大成としてスキュー
バーダイビングをしようということになった。 
スキューバダイビングという自然を肌に感じる体験を通して海の大きさを感じて人間の小ささ

と無力さを感じ自然を尊敬し共存しときには厳しさを受け入れ謙虚に生きる心をやしない今後

の活動に生かしたいと思った。また『感謝の心をもつ』というおきてをもつぼくたちがいつもなにげ

なく過ごしているこの自然に目を向け感謝の心を再確認するためにスキューバダイビングをしよ

うと思った。 
 
 
 
 

 
 
２．個人の目標（資質の面） 
№ 氏 名  個人の成長目標  
１ 本田拓洋  今まで見たことのない海の世界を見てみた 
２ 藤川寛武  海の中という新しい世界に挑戦することで自然に感謝することを思

い出し新しい地球の一面を発見する。 
３ 松本祥仁  生命の源と言われる海に触れ、自分を見つめなおす。 
４ 上林明日翔  雄大な自然と直に触れあうことで対峙する人間と自然をどのように

調和させていけばいいのかを深く考えられるようになる。 
５ 池田正義  普段生活しているところとは違う神秘的な世界「海」 

そこでたくさんの自然とふれあい、新たな体験を通して 
自分を大きく成長させる。 

６ 片岡幹雄  海に感謝し、また新たな自分を見つける。 
９ 夏目将貴  水が怖い自分が、その怖さを克服できる。 

 
３．挑戦するアワードおよび技能章  

アワードの分野  技能章  
 
 

高度な野外活動  
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平成   年   月   日  

プロジェクト企画書  

テーマ 「竜宮城を探そう」 
活動チーム名：    浦島太郎     

 
            ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団 浜松１２団ベンチャー隊 氏名 藤川 寛武  
１．目的   
スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の中で自分を見つめなおす。  
 
２．活動内容（目標） 
活動  内     容  期  間  場  所  

1 スキューバーダイビングプロジェクト実施
計画（練習場所調査） 
 

～三月中旬  西村隊長宅  
アトリエ 

２ スキューバーダイビングの練習  
 

３月２３日～４月中旬  コナミスポーツセン
ター 

３ 外洋でのスキューバーダイビング 
 

５月中旬  伊豆 or 熱海  
 

４ プロジェクト報告書作成  
 

６月初旬  西村隊長宅  

 
３．参加者    活動チームチーフ：本田拓洋  
                  マネージャー：池田正義  
                  メンバー：片岡幹雄・松本祥仁・夏目将貴・上林明日翔・藤川寛武          

４．期 間      
 
５．予算概要        チーム活動費（隊予算分）             ０円  
                個人負担分（＠１０００００×  １０人）   １００００００円  
                                              円  
            

合計                      １００００００円  
 
６．隊長の評価  
   
 
 
 

隊長名 西村 清矢  
平成   年   月   日  
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活動実施計画書① 
 
活動チーム名 浦島太郎   

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の中

で自分を見つめなおす。  
 
３．活動内容（目標） 
（活動１） 

実施計画書の作成  
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

１２月１日  活動実施内容計画書   
３月２０日  活動実施内容計画書完成   
 活動実施内容報告書作成   
   

 

５．人的・物的資源  コナミのコーチ 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
 その他の仲間たち 提案  
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要  学科＋プール実習  

C カード申請  
基本器材  
 
 

5250 円（１人あたり） 
6300 円（１人あたり） 
60000～円（１人あたり） 
合計  
約 100000 円  
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活動実施計画書② 
 
活動チーム名 浦島太郎   

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  

スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の

中で自分を見つめなおす。 
 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動２） 

スキューバーダイビングの基本を覚える＋C カードの取得  
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

３月２３、２９日  スキューバーダイビングの練習１ コナミスポーツ 
４月１２、１３日  スキューバーダイビングの練習２ コナミスポーツ 
５月中旬  スキューバーダイビングの練習３ コナミスポーツ 
 活動実施内容報告書作成  西村隊長宅  

 

５．人的・物的資源  コナミのコーチ 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
   
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要  学科＋プール実習  

C カード申請  
基本器材  
 
 

5250 円（１人あたり） 
6300 円（１人あたり） 
60000～円（１人あたり） 
合計  
約 100000 円  
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平成   年   月   日  

活動実施計画書③ 
 
活動チーム名 浦島太郎  

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  
スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の

中で自分を見つめなおす。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動３） 

スキューバーダイビングに挑戦。 
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

 外洋にてスキューバーダイビング  
 活動実施報告書作成  西村隊長宅  
 

５．人的・物的資源  
山幡リーダー 
 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
   
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要  学科＋プール実習  

C カード申請  
基本器材  
 
 

5250 円（１人あたり） 
6300 円（１人あたり） 
60000～円（１人あたり） 
合計  
約 100000 円  
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活動実施報告書①～④  
 

                    活動チーム名                
 

※活動実施計画書それぞれに基づいて活動実施報告書を作成  
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成   年   月   日  

活動のテーマ 

活動の目的  

活動内容（活動１～４・目標） 

活動チーム員の役割  

行動報告と調査結果  

調査のまとめ 

収支報告  

実施展開に対する反省・評価  

活動実施計画書① → 活動実施報告書① 
活動実施計画書② → 活動実施報告書② 
活動実施計画書③ → 活動実施報告書③ 
活動実施計画書④ → 活動実施報告書④ 
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活動実施報告書① 
 
活動チーム名  浦島太郎   

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の

中で自分を見つめなおす。 
 
３．活動内容（目標） 
（活動１） 

実施計画書の作成  
 

 
４．行動報告（日程） 
月  日  内      容  場  所  

12 月 1 日  
 

実施計画書の作成（練習場所調査） 西村隊長宅  

12 月 8 日  
 

練習場所への下見  
企画書完成  

コナミ 

３月２０日  
 

企画書完成  
実施計画書の完成  

アトリエ 

 
５．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
情報係  松本祥仁   
 
６．収支報告  
使用品  金 額  備考  

   
   
   
 
７．期 間  ２００７／１２／１～３／２０ 
 
８．実施展開に対する反省・評価  
企画書および計画書を完成させるのに長い時間がかかってしまった。 
スキューバが始まるまではもう少し期間がある。 
これからが本番になるのでそれまでにしっかりと準備しておきたい。 
 
 
 

平成   年   月   日  
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活動実施報告書② 
 
活動チーム名 浦島太郎   

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  

スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の

中で自分を見つめなおす。 
 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動２） 

スキューバーダイビングの基本を覚える＋C カードの取得  
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

４月１２日  スキューバーダイビング 学科  コナミスポーツ 
４月２７日  スキューバーダイビング プールその１ コナミスポーツ 
５月３日、１８日  スキューバーダイビング プールその２ コナミスポーツ 
 活動実施内容報告書作成  西村隊長宅  

 

５．人的・物的資源  コナミのコーチ 
親の支援と理解  

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
情報係  松本祥仁   
 
８．予算概要  オープンウォーター 

申請料  
 
 

5250 円（１人あたり） 
6300 円（１人あたり）） 
合計  
11550 円  
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活動実施報告書③ 
 
活動チーム名 浦島太郎   

 

１．活動のテーマ 
竜宮城を探そう!! 
 

 

２．活動の目的  

スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の

中で自分を見つめなおす。 
 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動２） 

スキューバーダイビングに挑戦  

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

6 月 28 日～29 日  伊豆大瀬崎にて海洋実習  大瀬崎  
8 月 15 日、16 日  活動実施報告書作成  西村隊長宅  

 

５．人的・物的資源  

コナミのコーチ 
親の支援と理解  
山幡カブ隊長の同行  
2 日間のダイビング装備のレンタル 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 本田拓洋  書記長  
サブ 藤川寛武  アシスタント 
マネージャー 池田正義  会計  
情報係  松本祥仁  連絡事項をメールで発信  
 
８．予算概要  オープンウォーターパック 

2 日間フルレンタル代  
交通費 (片道 ) 
 

51450 円（１人あたり） 
17850 円（１人あたり）） 
2730 円  
合計  
      72030 円  
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プロジェクト報告書  

テーマ 「竜宮城を探そう！！」 
活動チーム名：  浦島太郎   

 
             ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団静岡県連盟浜松１２団ベンチャー隊氏名  藤川 寛武   
 

１．プロジェクトの目的  

スキューバーダイビングを行い、魚に触れ、海の大きさを感じ、自然の中で自分を見つめなおす。 
 

２．目的に対する結論（まとめ） 
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（プロジェクト報告書②） 

３． プロジェクトに対して 
 
① 反 省 と 評 価  
活動中はみんな積極的に楽しくできたが情報が流れなかったことがありこのままでは

本当にスキューバに行けるか不安になることもあった。しかし途中から松本くんがコナ

ミのコーチと僕たちのパイプ役をうまくしてくれたのでメンバー全員に連絡がいき夏目

が遅刻をした以外には全員の行動を統一できた。  
 計画・報告書作成時にはメンバーの集まりが悪く作成に時間がかかってしまった。ま

た一度書いた資料が「お前に渡しただろ。」などと押し付けあいになってしまいけっきょ

くどこかにいってしまうことがあったしかし定期的に報告書を仕上げる機会を設けたこ

とで何とか完成できた。  
 
 
③感 想 と 課 題  
参加メンバーが確定してからは、みんな参加できていたし、何よりビックプロジェクトということで

みんな初体験のスキューバダイビングを終始楽しくできたと思う。  
課題は、今までのプロジェクトもそうだったがみんな活動が終わるとそれで気が抜けてしまい報

告書の作成に１ヶ月以上かかってしまった。これは、チームとしてだけでなく、12団ベンチャー隊とし
ても活動が終わっても報告書を完成させるまでがプロジェクトだという意識をもつべきだと思った。  

 
 

（プロジェクト報告書③） 

４． チームワークに対して 
① 反 省 と 評価  
反省点は、チームとしては、連絡に不備があったり、コナミとの足並みがそろわないことがあっ

た。その他には、個人では遅刻をしてみんなの空気を乱したりすることがあった。  
 海洋実習の時には、夏目の遅刻があり、夜には、そろいもそろって夜更かしをしてしまい二日目

の帰りはみんな眠そうだった。 
 評価は、まあ、ボーイ時代からの同じメンバーなのでなかは良いため喧嘩もなく活動できたのはよ

かった。活動のときにもとても楽しく活動できた。 
他には、途中連絡の不備で参加が危ぶまれた上林とチームで話をしっかりすることで最後の海

洋実習のときには一緒に大瀬崎に行けたのは、いいチームワークだったと思う  
 

 
③課 題  
 仲のいいメンバーだっただけに、活動のときにいいかげんなことがあったので、メリハリをつけて行

動しなければいけないとおもった。  
 また、当初予定していた 10 人から各自の予定などにより 3 人が離脱してしまった。自分たちでス
キューバがやりたくてプロジェクトをたちあげたので活動を各自の予定の最重要事項として認識し

ていなければいけないとおもった。  
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（プロジェクト報告書④） 

５．個人の目標（資質の面）に対して 
 
①反 省  
「海の中という新しい世界に挑戦することで自然に感謝することを思い出し新しい地球の一面を

発見する。」という目標で、このプロジェクトに挑んだが、今回スキューバダイビングをしただけでは

自然に感謝するという目標は十分に達成することができなかったとおもった。その原因は、今回は

C ライセンスをとることを目標に活動していたので、今の自然における海の実態ということを自分で
調べるというステップまでいけなかったことにあると思う。  

 
 
②評 価  
 目標としていた、「海の中」という新しい世界については達成できた。水深 11 メートルまで潜った
り、そこで上を見て自分の息がいつまでもあがっていくのを見るのはとても感動したし、今までしらな

かった地球の表情を知ることができた。 
 また今までのプロジェクトに比べ目標に沿って活動できたと思うし、活動のクオリティも今までより

数段上のプロジェクトにできたと思った。 
 
 
③課 題  
 今までのプロジェクトに比べよくなったといってもまだまだ目標にたいして活動で中身が伴わないこ

とがよくあったし、メインの海洋実習は目標どうりにできたけれど、その前後では、計画書・報告書

を書くことで精一杯になってしまいどうしたら目標を達せられるかを考えることができなかった。  
 そういうことを改善するためには、企画の段階から個人が目標をしっかりたて、一つ一つの活動

でどうしたら目標達成に近づくことができるかを考えていくべきだと思った。  
 
 
◇隊長の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隊長名  

 


